
サイエンス ・パー トナーシップ ・プロジェクト

実 施 報 告 書

|

講 座 型 学 習 活 動

大 地 は動 く( 渚断 滑 のキ 習をとおして)

平成 2 0年 2月

山 田県立新南陽高等学校



5  ま とめ と考 察

( 1 )「 理科総合 B」 の学習 目標

平成 1 1年 3月 告示の高等学校学習指導要領 において、「理科」の目標は 「自然に対す

る関心や探求心を高め、観察、実験などを行い、科学的に探求す る能力 と態度 を育てる

とともに自然の事物 ・現象について理解を深め、科学的な 自然観 を育成する。」とある。

さらに、「理科総合 B」 の 目標 として 「自然の事物 。現象に関する観察、実験な どを通

して、生物 とそれ を取 り巻 く環境を中心に、 自然の事物 ・現象について理解 させ るとと

もに、人間 と自然 とのかかわ りについて考察 させ、 自然に対す る総合的な見方や考え方

を養 う。」 とされている1め
。

このよ うに、「理科」 においては観察 ・実験は可能な限 り実施す ることが義務づけら

れている。現実には教員の多忙感 と年間に学習す る内容があま りに多いため、観察 ・実

験は十分には実施 されていないのが現状であろ う。

「理科総合 B」 の学習す る分野は目標 にあるように 「生物 とそれを取 り巻 く環境」す

なわら、生物及び地学分野が対象である。一方、「理科総合 A」 は 「エネルギー と物質

の成 り立ち」すなわち、物理及び化学分野が対象である。

( 2 )「 理科総合 B」 の学習内容

「理科総合 B」 は 2単 位であり

わ り、③多様な生物 と自然のつ り

成 されている1め。

①の自然の探求では、科学的な見方 ・考え方の基本を学び、観察 ・実験結果のまとめ

方を学ぶ。

「②生命 と地球 の移 り変 わ り

ア 地 球 の移 り変 わ り

(ア)惑 星 としての地球

(イ)地 球 の変動 ・・・プ レー

ついて理解 させ る。

イ 生 物 の移 り変 わ り

(ア)生 物 の変遷

(イ)遺 伝 の法則性

」 は さらに、下記 の よ うに内容 が細分化 され てい る1 1 )。

卜の動 きによる世界 の大 山脈 の形成 な どの大地の変動 に

「内容 の取 り扱 い」 の 中で、 「( イ) に つ い て は、 プ レー トの動 きによる大地 の変 動

を平易 に扱 うこ と。 そ の際 、世界 の大 山脈 の形 成 な ど典型 的 な事例 を取 り上 げ、それ

に関連 して緒 曲や 断層 、不整合 にも触れ るこ と。 プ レー トの移動 の原 因について は深

入 りしないこと。」 とされているより。

アの (イ)が 今回の取組みの内容であるが、

編理科総合 B」 (東京書籍)の 構成は次のよ う

全体構成

第 1編  自 然の探求

第 2編  地 球 とい う星

、その内容は、①自然の探求、②生命 と地球の移 り変

合い、④人間の活動 と地球環境の変化の大項 目から構

本校で使用 している教科書である 「新

になつている' )。

う
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第 3編  生 物の変遷

第 4編  遺 伝の規則性

第 5編  地 球の変動 と景観

第 6編  大 気 と水の大循環

第 7編  生 物 と環境

第 8編  課 題研究

さらに、第 5編 の 「地球の変動 と景観」は次の内容からなる。

第 1章  自 然景観の多様性

第 2章  プ レー トの運動 と大地形の形成

A  プ レー トの運動 とは何か

B  大 山脈はどのように形成 されたか

C  火 山活動はどのよ うに起 こるか

D  地 球史における大地の変動

発展 防 災 (地震 と火 出噴火 に備 える)

( 3 )本 プロジェク トの学習活動の重要性

山 口大学の研究者 と共同で、「理科総合 B」 に関す る講義 ・地学巡検、博物館見学な
どを行つたが、学習活動のね らいは何かを教科書の内容に準拠 して述べる。
1 9 5 8年、3人 の地球科学者によつてプ レー トテク トニクスが提唱 された樽)。地球表面

を覆 う固い外層である地殻 と上部マン トル をあわせた リソスフェアが、ょ り軟 らかい層
であるアセ ノスフェアの上を覆 う十数枚に及ぶプ レー トとして動いているとい う考え方
は、それまでは謎でぁった火 山活動、大山脈の形成、地震の発生などの現象を うまく説
明 した (図 31)。

火 出活 動

大 山脈 の形成

図 31.プ レー トテク トニクス と地学の学習展開

高々 4 0年 前に提唱され、短時間の うちに数多 くの証拠か ら間違いない理論 として認
証 されたプ レー トテク トニクスでぁるが、それを学ぶ重要性は次の点にある。
ア 地 球環境の表層部の構造である地形を形成する主原因はプ レー トの移動であ り、地

球誕生後の 4 6億年の地球の歴史の中で、現在 に見 られ るような複雑 な地形 を形づ く
つてお り、その中で営む生命を支 える重要な要素であることに気付かせることが大切
である。それは、 とりもなお さず、冒頭 にあげた 「理科総合 B」 の 目標 「・・・生物

震地

ノ ″ ― ムの運 動
・発見の歴史

・証拠

・プ レー トテク トニクス
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とそれ を取 り巻 く環境 を中心に、 自然の事物 ・現象について理解 させ るとともに (以

下略)」を達成することになる。

イ 生 命の存在 を脅かす大災害の主要なものである地震、火 山等の原因がプ レー トの移

動 にあることに気付かせ ることで、一見何の脈絡 もないような自然界での様々な現象

が統一 した理論で明民に説明できる科学のすば らしさを味わわせ ることができる。

ウ 災 害の発生原因を学ぶことで、 自然 に対する脅威 を感 じさせ るとともに、遭遇 した

ときの対処の仕方を学び、危機管理に対する基本的な能力 を育てる・)。

したがって、第 3回 目の講義 「自然災害を知 り、身を守る心得 ―物理学者 ・寺田寅彦

の科学す る心一」は、本校の第 3年 次生全員 (ただ し、受験が差 し迫 つている生徒を除

く)を 受講 させた。特に山田県内に在住する者は他県に比べて災害発生が少ないため、

危機管理能力の欠女Bが予想 されている。 しかし、生徒のかな りの部分が卒業後、東京、

大阪、名古屋等大規模な地震発生が起こる確率が高い地域に進学を予定 している。この

よ うな生徒たちに自然災害の恐ろ しさと発生時の対応 について少 しでも事前に学習 させ

てお くことが 「親心」 とい うものではなかろうか。

また、今回の授業の柱である 「プ レー トテク トニクス」を理解す るキー ワー ドは火山、

地層の招曲、活断層 などであるが、これ らを学習 し、理解す るための必須の作業 「自然

の事物 ・現象 に関する観祭、実験」が極めて困難である。 どうしても画像や映像に頼つ

て しまい、臨場感や迫力 に欠けてお り、美術館で名品の実物を見るの と複製画を見るの

では迫力 ・あ りがた さが異なることと似ている。 しかし、少 し工夫すれば今回の授業の

よ うに、材料ほ身近な ところにい くらでも存在す る。特に大切なことは自らがよつて立

つ足元の地層 に 目を向け、その特徴をいつも頭 に描き、授業に活用す ることが大切であ

る。 この言わば 「地域素材の発掘 のあり方 とその活用」が今回のプロジェク トの最大の

テーマであったい)。

( 4 )理 科教育を考える

本報告の最初に述べたよ うに、本プロジェク トの 目的は①大学や研究機関 (博物館 を

含む)と の連携による魅力 ある学習活動の展開、②理科 における地域教材の活用のあり

方 を探 ること、③理科の学習の結果 として得 られた知識 を実生活 に活用すること (防災

教育)の 3点 にある。

高等学校学習指導要領 では既 に述べたように、「理科」の 目標 は 「自然に対す る関心

や探求心を高め、観祭、実験な どを行い、科学的に探求す る能力 と態度を育てるととも

に 自然の事物 ・現象について理解 を深 め、科学的な 自然観 を育成す る。」 とある。 「自

然に対す る関心や探求心を高める」ためには、自然を注意深 く見つめ、観察記録 を行い、

また、法員」な どに関 しては実験等 を行つて確かめることが、科学的な能力 を育成する上

で必須のことが らである。観察 '実験を省いた理科教育は砂上の楼閣 と言えよう。

生物、化学、物理分野では、実験室において観察 ・実験を行 うことでたいていの内容

の理解 は進む。 しか し、地学分野は異なつている。通常、スケールの大きい 自然の地形

や、岩石や阪層の露頭、大 山な どの観察が、学習内容の理解 に欠かす ことができない。

通常は書物や画像、映像 で代用 しているが、本当の理解のためには野外に出て実物を見
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ることが大切である。平成 8年 度全目指導主事担当者会議の調査 によると、「理科の学
習で、外で生き物 を観察することや地層 を観察す ることは楽 しい。」か とい う問いかけ
に肯定的な回答は、小学校 78 , 9 %、 中学校 72ゃ6%、 高等学校 71  6 %で あったい)。

今回の第 2回 目の学習活動のアンケー トでも、「前々からこの授業が楽 しみであつた。」
が 80 %、 「この 日の学習活動に真剣 に取 り組んだ。」が 93 %肯 定的な回答を寄せている。
理科嫌いを無 くし、理科教育 を充実 させ るためには、室内外での実験 ・観察を行 うこと
が最 も大切である。

現在、我が国の国上の大部分は道路、公園、建物、国畑、草原、森林で覆われ、地層
の露頭 はほとん ど現れていない。 しか し、少 し注意 してみると、道路工事で山の斜面を
削った場所や、海岸で波で削 られた場所な ど、地層の露頭が見 られ る場所があるし、「理
科総合 B」 の単元である 「水の作用による地形の形成」にある典型的な地形が至る所に
発見できる。大切なことは、理科教員 として常に周囲に気を配 り、観察を行い、教材 と
して活用できるものを探す態度 を持つことである。今回第 2国 目の授業で、本校が建て
られている丘の地層露頭 (図 4、三郡変成岩の一部をなす周防変成岩で泥質片岩)の 観
察 と校 内の石碑等の観察、学校近辺の火 山観察などを行 ったが、このよ うな活動 こそ重
要である。脚下照顧 とい う諺があるように、足元をじつ と桃めることで新たな地学教育
が展開 されるであろ う。

学校 と博物館 との連携による教育 も、理科教育を充実 させ るために必須のものである
拓)。生物学や地学な ど自然の事物等 を対象 とす る学問では、標本 が学習のキーワー ド
になる場合が多々ある。博物館 は標本の宝庫であるとともに、専門家である学芸員が時
間 と金 をかけて標本 を収集 し、整理 し、分か りやす く解説を付 けた上で展示 している。
言わば標本の図書館 と言つてもよいであろ う。また、様 々な事物を解説するための模型
―ジオラマ等 も揃つている。 しかも、学芸員が質問に対す る国答や解説を行 って くれる
のであるから、生き生きとした学習活動一特に自学 自習が展開できる。

このよ うな博物館の活用においてネ ックになるものは、①博物館が地域的に局在化 し
て大都市 に集中していること、②資料の展示や解説が必ず しも生徒の学習にマッチ しな
いこと、③学習シー ト等の整備 が進んでいないこと、④学芸員 も多忙でなかなか児童生
徒の学習援助できないことなどがある。地方か ら博物館 を訪間す るためには交通費や時
間的な無駄 を考慮 しない といけない。また、ある程度の人数が博物館 を利用する場合、
学芸員 との打ち合わせにも結構時間がかかる。今後解決 しなければな らない課題が多い。

しか し、実施 アンケー トで示 したよ うに、本校の生徒たちはほ とん ど (8 5 % )自 然
史博物館が初めてであったが、熱心に学習 した結果、「豊富な資料 を見て、山口県の地
史が良 く理解できた。」9o %、 「資料の配列順序や展示の場所がわか りやす く工夫 され
ている。」92 %、 「博物館の役割がよく理解できた。」88 %な ど、博物館の役割の認識を
新たにしたようである。そ して 「これからも色々な博物館 に見に行 きたい。」が 81 %も

あ り、今後の博物館の活用の道が開けたよ うな気がする。
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